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小川 恵司第二東京弁護士会会長

2024年の新春を迎え、皆様と皆様を支えてくれているご家族に感謝とご挨拶を申
し上げます。
旧年は、ようやくコロナ禍から日常が戻り始めました。しかし、今なおリモート会

議が当たり前のように行われ、当会の会務の遂行には欠かせないツールになり、裁判
所もずっとリモートになりました。海外に目を向ければ、ウクライナ侵攻に加え、イ
スラエル・パレスチナの紛争が勃発し、世界情勢は混沌としています。私たちの生活
に目を向けると、SNSの発達とともにスマホを見る時間が増え、他方でテレビはだん
だん見なくなり、ネットでの買い物が当たり前になるなど、私たちの行動様式も急激
に変化しつつあります。私たち弁護士の仕事においても、再来年には民事裁判のデジ
タル化が始まります。
世界や日本が変われば、私たちも変わらなければなりません。進化論で有名なチャー

ルズ・ダーウィンは、「生き残るのは、最も強い種でも、最も賢い種でもなく、環境
の変化に最も敏感に対応できる種である」という言葉を残しています。
私たちは、様々な社会情勢の変化と法的ニーズの変化に対応し、自分自身も変化し

ながら、適切な法的サービスを提供できるようたくさんのことを学び、新しいことに
チャレンジしなければなりません。このようにして、新しい法的サービスを提供する
ことによって、私たちは、これまでどおり社会に貢献し、弱者を支えることができます。
新年は、希望と機会に満ち溢れるひとときです。変革の時代をチャンスと捉えて、

新たな学びと失敗を恐れないチャレンジの年にしましょう。

あけまして
おめでとうございます


